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構内 L州 の 中に 設置 される実習関連デー タベ ー
ス の構築と吟味
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〈概要 〉 大学の 保 育士 ・教員養成の中の 実習に お けるデータ ベ ー
ス 構築の 必要性に伴 い ，その 設計 と試

行が行われて い る。 そ の シス テ ム を構内 LAN の 中に実現する意味と実装につ い て行われた研 究開発に

つ い て 報告する 。

〈 キーワー ド〉教員養成 保育士 ，教育実習，施設実習，デ
ー

タベ ー
ス

1．は じ め に

　保育士 ， 幼稚園教諭，小学校教諭などの資格，

免許を得るた めに必要な実習に関して，学生が主

体的に取り組み，有効 な学び の機会に し，そ こ か

ら現場的な長続きする実力を養うにはど うした ら

良い か とい う研究を行っ て きた 。

　 しか し ， 実習する学生 の数も多く，実習先も多

岐にわた り，実習時期も多様で，教員も巡回指導
に電話連絡に，あるい は事前指導に，と活動す る

が，実習全体がっ かみ に くい の が実情で ある。

　そ こ で実習デー
タを電子化 し，デー

タの 更新 ，

データの統計処理 の 出力な どを高速に行い，情報
の 共有に よる学び の 場を提供す る中で 協働学習を

目指すこ とにな っ た 。

2．実習デー
タベ ース の 内容

　こ の データベ ー
ス の 中は 主 に次の 4 種類に分か

れる。

　　　　（A）実習，施設デー
タ，

　　　　（B）教材 ・教具 ・教育方法データ

　　　　（C）学生 の電子ポー トフ ォ リオ

　　　　Φ）協働機能デー
タ

　上記の各グル
ープ に お い て ， ω グル ープ で は学

生の 個々 の 実習 の デー
タが入 っ て い る。実習 1件

につ い て 1 レ コ
ー

ドとなっ て お り，1 レ コ
ー

ド中

には

　　　　（a ）施設

　　　　（b）学生

　　　　（c）指導教員

　のデー
タが入 っ て い る 、 この 3 つ が結び合 っ て

1 っ の 実習デー
タ となっ てい る 。

　 （B）グル
ープ で は実習に事前に 必 要な基礎知

識 ・技能が入 っ て い て ，例えば保育所実習 関連で

は

（a）手遊び，

（b）読み聞か せ ，

（c）遊具

　などの 映像を主に したデー
タが入 っ て い る 。

　（C）グル
ープは学生個人 の記録で あ り，実習の 事

前，実習中，事 後におけるさまざまな結果を電子

的なデー
タと し て記録に残したもの で ある。

　 これ ら基本デー
タの 周 辺 に ，連絡 の た め の 掲示

板， あるい はメーリン グ リス ト等のデー
タ及びプ

ロ グラム を備えて い る。これ らを別分類でΦ）グル

ープ とすると，こ の グル
ー

プは直接にユ
ーザーと

つ なが り， 機能的働きを持つ デ
ー

タベ ー
ス グル

ー

プとい うこ とになる。

3．実習デー
タベ ー

ス へ の 要請

　実習は教員と共に事務職員も多数参画 し，そ の

計画段階，実施段階 ， 事後 の 始末な どの 各段階に

行わなければならない業務が多様で あり，連絡を

密に取 りなが ら議論をし
， 問題点を洗い 出し，反

省を加 えなが ら遂行され て い る 。

　それ に加えて学生 の 事前指導，事後の体験発表

会，反省録 の 提 出な ど，実習先の施設における実

習担 当の先生方の業務 と共に，送 り出す側の業務
がた くさんある。

　これ らの 業務の 中には巡回指導の 配 当の 仕事な

ど， 電子的に処理すると効率が上が り， 可視化す

る こ とが出来る の ではない か とい う分野が い くっ

か存在する a

　こ の ような業務 とは別に，学生指導とい う大 き

な柱の 中で ， 教材な どをす ぐに取 り出せ るよ うな

デー
タベ ー

ス を作 り上げたい とい う要請が出て き

て い る。
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それ らをまとめて みた の が先に述べ た実習デー

タベ ー
ス の 各グル

ープの 内容である。

4．なぜ構内 IAN か

　現在我 々 はグ ロ ーバ ル サーバ
ー

を運用 しなが ら

研究と実践を進 めて い るが ，最終的には構内 LAN
の 中に実習データベ ース を構築するこ とにな っ て

い る。 その 理 由は ，

　　　　（1）学生個人デー
タの 保護

　　　　（2）学校 ・実習先 ・教員デ
ー

タ の保護

　　　　（3）各種攻撃からの 保護

　の ように ， まとめる こ とができる。

　グ ロ
ーバ ル サ

ーバー
はい つ で もどこ か らでもア

クセ ス 出来て便利であるが，上記の 3 つ の保護に

つ い て は，それな りの メ ン テナ ン ス が必要であり，

それ に要する人材 と金銭がかか り，こ の 実践の 発

展 と永続性を願 う我々 としては コ ス トがか か りす

ぎる とい う判断で ある。

構内 LAN では コ ス トがかか らない か とい うと

そ うではない 。しか し我 々 の 議論の 中で は ， 教員

の 日常の 教育と研究の業務の 中で十分に可能な範

囲であろうとい う結論に至 っ てい る。

　 こ れ ら固定ア ドレ ス を用 い る こ とで各教員の

PC はサーバ ーとして使える。

　こ れ を用 い て実習デー
タベ ー

ス を実現する。

我々 の グル ープの 教員は複数の PC 端末を持ち，1

台は サ
ーバ ー

として 固定 IP を使 う。 そ の 他の 手

持ちの PC に は DHCP から自動的に配 られる IP

で 業務を行 うとい うこ とに した 。

　固定ア ドレ ス には名前を付 けて構内の DNS に

登録すればア ク セ ス しやすくな るが，そ うしな く

とも IP ア ドレ ス を直接呼び 出すだけで 活用が可

能で ある。

　 グル
ープ内には 5台の サーバ ーが設置され，分

散して データを共有する ように設計され てい る。

サ
ーバ ー

は非常用電源裝 置を装備 し，互 い にデー

タをコ ピー
しなが ら記憶装置の クラ ッ シ ュ に備え

て い る。

　さらに各サ
ーバ ー

にはデー
タバ ッ クア ッ プの た

め の大型外部ハ
ードディ ス クを接続 してい る。

　WAN との 関連につ い て も考慮 し て ある。　WAN

か ら構内 LAN に 入 る こ とは出来ない 。逆は可能

である。

　これを使 っ て 定期的に構内 ］AN の サ
ーバ ー

の

デー
タをグロ

ーバ ル サ
ーバー

の きちん と保護 され

実習デー タベ ー
ス

5．ネ ッ トワーク の 構造

　現在本学の 中は B クラ ス の プライベ ー トア ドレ

ス が使われて い る。 各教員には固定ア ドレ ス が配

られ て い る。 それ とは別に DHCP サ
ービ ス によ

る IP ア ドレ ス の配布が行われて い る。

た，
一
般か らはア クセ ス 困難な場所にバ ッ ク ア ッ

プを保存 して お くよ うな設計にな っ て い る。

6．サーバ ーの設計

　サ
ーバ ー

の OS として，長期間にわた り低 コ ス
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トで運用するた めに フ リ
ー

ソ フ トの Linuxを採

用する。

　 しか し，Iinuxの 中には さまざまな

Distributionがある。 こ れ らを比較検討する と，

以前か ら我々 が使 っ て い るもの にはそれなりの 欠

点があるこ とが分か っ て くる 。

　それぞれの DiStributionに欠点はあるが，総合

的に評価することで ， どれかを選ばなくて はな ら

な い。公正 に見て，結果的に Ubuntu を採用した。

そ の 中の 10．04LTS を使っ て行 く こ とに した 。

あ っ た。多くのサーバ ープ ロ グラム が 内部処理に

お い て EUC コ
ー

ドを基本として運用 され て きた 。

従 っ て ソ
ー

ス プ ロ グラ ム も EUC で保存される こ

とが多か っ た。

　しか し ， UTF コ
ー

ドも存在 して い た。こ の時期

に は SJIS は 内部 コ ー ドと して は使われ なか っ た 。

本学の 端末は多くが WTmbOwsで あ り， SJISで 動

くこ とが望ま しい。すべ てが SJIS で動くように

設定が出来れば一
番簡単である。こ の よ うな方向

で調整が行われて い る、

奏
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　これは現在の段階でバ ージ ョ ン ア ッ プ して い る

が，
一

定の 時期が来 るまで はい ままで の もの を使

っ て行 くこ とに して い る。

7．ウ ェ ブサ
ービ ス

　構内の 5 台のサーバ ー
は Web サービ ス を行 う。

通常はい くつ か の ソ フ トウェ アを独立 に Install
するが，我 々 は XAMPP を用い た。これを用い る

こ とに よ り，比較的簡便に Web サービ ス を開始

する こ とが出来た 。 しか し，マ ル チバ イ ト対策 と

エ ラ
ー

処理 対策にお い ては簡単ではなか っ た。

　マ ル チバ イ ト対策にお い ては ， 従来 の Linuxの
多くは EUC コ

ー
ドを用い てい た。我々 も同 じで

　い ずれ に しても，従来 にお い て 開発 されたデー

タベ ー
ス ソ フ トとデータの コ ー ド変換はかなりの

労力を伴い ，困難な道の りにな っ て い る。

　こ れ らは開発言語 として の PHP の設定に関わ

る問題 で あるが，もう
一

つ の 問題 はエ ラ
ー

メ ッ セ
ー

ジの 問題で ある。PHP は DefaUltとして開発者

用に出来て い て ， 可能 な限りの エ ラーメ ッ セ ージ

を出力する。これらを抑えるべ く，
PHP の 設定を

チ ュ
ー

ニ ン グしなけれ ばな らない。これ らの試行

錯誤 も大変で ある。

8．プ ロ グラム 開発
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　 こ の デー
タベ ー

ス シ ス テ ム の 多くの プ ロ グラ ム

は 自主開発である 。 PHP と MySQL を活用 した

平易なプ ロ グラム であ り，継承性を持たせ て ある。

しか し，プロ グラ ム の メ ン テナン ス など人材の 問

題は常につ きま とう。 現在は研究開発の段階であ

るが，将来的には ， これ らは シ ス テ ム 運用の委員

会の ような組織を作っ て安定的に運用するの が望

ま しい と考えて い る。

灘 蕪 蒙漕 唖 蹼 靉靉邏醤 謹鹽
や 牽 σ “ ◎ 192 ・玉68・°・6i繍 ノi蜘 ．・n 伽

1：靆灘鑾  1灘 劉1：1

9．吟味

　問題点は次の よ うになる。

　　　　 （1）セ キ ュ リテ ィ
ー

　　　　（2）シ ス テ ム開発

　　　　（3）学生 の利用

　　　　 （4）教材の 開発

　（1）の セ キ ュ リテ ィ
ーで は LAN 内部からも侵

　　　入が考えられ る。 ウィ ル ス も内部か ら入 っ

　　　て くる。
これらに対 して 万全 の 対応を して

　　　おかなけれ ば学内の信用を持たせ る こ とは

　　　難 しい。

（2）の シ ス テ ム 開発はプ ロ グラム 開発 を含め て
，

　　ユ ーザーの要望にこ た えるべ く迅速に行わ

　 れ なけれ ばならない 。そ の ためには開発に

　 伴 う知見の 共有が欠かせな い
。 こ の ために

　　も CMS 的な運用 ， ある い は SNS 的なシ ス

　　テ ム 運用が必要にな っ て くる 。
こ れ に伴う

　
　　　開発に要するエ フ ォ

ー
トも相当量必要で あ

　 　　る。

　 （3）シ ス テ ム は学生が使 う度合い で ，その性能

　　　がある程度評価され る。 学生 ， あるい はユ

　　　ーザー
の 意見を吸い 上 げ， 開発 グル

ープで

　　　議論 し
， 何 らか の有効な手立 て を常に用意

　　　しなが ら改良を加 えて い く必要が ある。

　（4）教材は静止画フ ァ イ ル の こともあるが，動

　　　画 フ ァ イ ル も多い 。 これ らの制作には多く

　　　の 労力がかか り，学生あるい は専門家の協

　　　力が必要で ある。 また ， 実際に現場で活躍

　　　して い る リーダーの 協力 も欠かせ ない 。こ

　　　れ らの 協力者との協働における信頼関係を

　　　築きあげて い かなければならない 。

　こ の研究は下記の科研費の 支援を得て行われて

い る。 基盤研究 （C），「学生 の 主体的な学び を促

進する保育士養成 の 在 り方」，代表者　木下昭
一

（研 究 者 番 号 50221213 ）， 研 究 課 題 番 号

23501168 研究期間 2011年 4 月 28 日〜2014年
3 月 31 日 （予定）
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